
【増刊号】
○ 新年度が始まり，２週間が過ぎました。子どもたちは進級した学年
で新しい担任や友だちとコミュニケーションを取りながら日々生活し
ています。
また，少しずつ難しくなる学習についても努力しようとする姿をた

くさん見かけます。頑張る姿はとっても感動的です。
しかし，私たちの身の周りでは，安全に生活を送る上で支障となる

悲しく，悲惨な出来事が毎日のように発生しています。
私たち大人には，「子どもが安全に行動する力を育てたり，災害や

事故から守ったりする役目」があります。

Ⅰ 学校安全は，大きく分けると以下のように分類することができます。

○交通事故（対 自動車，対 自転車等）
【飛び出し，悪ふざけ，信号無視等の横断違反】

○水難事故
（登下校時の用水路や川への転落等）
○地震
○豪雨，洪水，竜巻，風水害
○火事 等々
○不審者（声かけ，つきまとい等）
○学校内外での不慮の事故

Ⅱ 確認や教えておきたいこと

※ 学校では，子どもたちに次のようなことを指導しています。
家庭でも直接現場に出向き，具体的なことを確認，指導してください。

※19日(金)は，交通安全協会の皆さんが来校され低中高で
『交通安全教室』を行ってくださいました。

□ 通学路を歩いて，危険箇所を見つける。【KYT教育】
□ よく行く場所の最安全ルートを考えさせる。

【ガードレールのある歩道，信号のある横断歩道など】
□ 道路をわたる前に必ず立ち止まる。
□ 青信号でも横から車が来ないか見てからわたる。
□ 「右見て，左見て，右」の確認作業を正確に行わせる。
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【緊急告知】4月23日(火)近隣の団地で小６がイノシシ
と遭遇，軽傷を負う事故発生。野生動物

に関する注意喚起をお願いします。



□ 車を見つけたら，車が止まったり，いなくなったりしてからわたる。
□ わたるときは，下を見ないで運転手の目を見たり，前を見てわたる。
□ 止まっている車の前後から飛び出さない

※大阪国際大学：山口直範准教授監修文引用

※ いかのおすしを何回も何回も
徹底して御指導ください。

□【イカ】いかない □【の】のらない
◇知らない人にはついていかない ◇知らない人の誘いにのらない
◇危ないところには行かない ◇知らない人の車にはのらない

□【お】おお声で叫ぶ □【す】すぐ逃げる
◇危なかったら大きな声で叫ぶ ◇人のいるところにすぐ逃げる
◇こわかったら大きな声で叫ぶ ◇近くの家へすぐ逃げる

□【し】しらせる
◇周りの大人にしらせる

暦上は10連休になります。皆様方の御家庭はいか
がでしょうか。仕事の関係で休みは取れないという方

もいるかと思いますが，子どもたちはこの期間，家庭や地域に帰ります。

以下のことに留意され，楽しく思い出に残る休日となることを願います。

① 普段忙しくて家族のコミュニケーションの時間がなかなかとれない方，絶好
のチャンスです。お子さんとゆっくり語る時間が作れるといいですね。
案外，自分の子どものことを知らないことも多いようです。（私もそうですが…）！
担任の名前，ご存知ですか？。学校の様子も是非聞いてみてください。

② 情報端末によるゲーム等は，ほどほどに！天気がよければ外でいろいろなこと
を体験させてください。可能でしたら御家族で。

③ スポーツ少年団，スポーツクラブ，習い事等の子どもたちは，遠征や試合も
多いと思います。子どもは家族の応援が支えに。応援も頑張ってください。
④ 緊急事態や交通事故（救急車が出動）等が発生した場合は，担任か教頭：西
別府（090-8655-2778）に連絡してください。初期対応・報告をお願いします。

４月22日付で「安心安全メール」の削除と再（新規）
登録の依頼文書を送付いたしました。

学校やＰＴＡ関係の様々な情報が一斉に周知できるアプリです。伝達媒体として
本年度も本校は活用していきたいと考えますので，御協力をお願いします。

【ご存知ですか？】○本校では，次のような約束を子ども
たちと行っています。

■１～３年生：保護者が必ずついて家の周りなど安全
確認できる場所で乗車可。

■４～６年生：保護者の同意のもと乗車可。子どもた
ちだけの校区外は禁止

※必ずヘルメットを着用（法的努力義務）

○事故は，５月と11月が年間で
最も多い。

○半数以上が横断歩道事故。
○自転車事故は，下り坂でのス
ピードの出し過ぎや交差点で
発生

○新一年生は特に指導の徹底！




